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マイナ保険証を活用した円滑な救急搬送！ 

～マイナンバーカード救急業務実証事業～ 
 

   

  救急車を必要とする傷病者本人の同意を基本として、マイナ保険証を活用し、搬送先 

の病院と連携しスムーズに対応するため、本格導入に向けた実証事業に救急隊全１０隊が

参加します。 

 

記 

 

１ 期     間： 令和７年１０月１日（水）８時３０分～令和８年３月３１日（火）８時３０分 

 

２ 実施救急隊： 福島市消防本部 救急車 全１０台 
            （※５月１２日（月）より令和７年度の実証事業に福島消防署の救急隊２隊が先行して参加中

ですが、加えて１０月１日（水）より救急隊８隊（全１０隊）が参加いたします。） 

 

３ 内     容： マイナ保険証から傷病者の氏名・生年月日・内服薬等の情報閲覧し、救急 
活動の円滑化を図ります。 

 

４ 期待される効果： 傷病者からの情報聞き取りに係る時間を短縮し、救急搬送の円滑化や情報
伝達の精度の向上などが期待されます。 

 

５ そ の 他： この実証事業は全国すべての720消防本部が参加するものです。 

 

 

 

【実証事業に関すること】 

担当：救急課 

   課長 佐久間友行 課長補佐 團原圭介 

   電話024-534-9106（直通） 

【マイナンバーに関すること】 

担当：スマート窓口推進課 

   課長 髙橋 敬  菅野 誠 

   電話024-535-7311（直通） 



マイナ救急とは・・・
救急隊員が傷病者のマイナ保険証を活用し
（健康保険証として利用登録したマイナンバーカード）
傷病者の医療情報等を閲覧する仕組みのことです。

★マイナンバーカードを見せるだけで以下の情報が伝わります

①傷病者が情報
閲覧に同意する

★マイナ救急の流れ

②マイナンバーカードを
読み取る
※暗証番号の入力不要

③隊員が医療情
報を閲覧する

④より適切な処置
や搬送先医療機関
の選定につながる

令和7年10月1日から開始実施救急隊数：全救急隊１０隊

総務省消防庁
✖

福島市消防本部

実証事業に関するお問い合わせ

福島市消防本部救急課 TEL：024-534-9106

事業に関する情報は
特設サイトでもご覧
いただけます

※マイナ保険証の利用登録が必要です

マイナ保険証の利用登録方法
① スマートフォンで
② 医療機関・薬局の受付で
③ セブン銀行ＡＴＭから
④ 市役所１階マイナンバーカード手続きコーナーで
サポートを受けながら

マイナ保険証に関するお問い合わせ
マイナンバー総合フリーダイヤル TEL：0120－95－0178
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★マイナ保険証の活用で以下の情報が伝わります

情報の閲覧
マイナ保険証から救急隊が閲覧する情報

【救急用サマリー】
・病院の受診歴や手術歴、電子処方箋などの情報が日付の新しい順に表
示されたもの（直近1か月以内の最新情報は表示されません）

【診療・薬剤情報】
かかりつけ病院の把握、処方されているお薬の情報。

【特定検診結果】
既往歴等が無い方でも検診結果を基に病院選定。

※マイナ保険証で閲覧できる情報は救急隊用医療情報のみとなっており
閲覧情報は記録されません。
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あってよかったマイナ救急
事例１）意思疎通困難であった事例

傷病者は意識もうろう状態であり、意
思疎通が困難な状況。５０歳代 男性

マイナ保険証を活用

薬剤情報から、消化管出血によ
る貧血を疑い、緊急内視鏡及び
緊急輸血可能な医療機関を選定
し搬送した。

マイナ救急より、薬剤情報が分かり、その薬の効果
や症状から病名を測定し、適切な医療機関を選定す
ることができ、早期に緊急手術を行うことができ一
命を取り留めることができた。

事例２）高齢の夫婦のみだった事例

傷病者は、うつ伏せ状態のまま動けず、
意思の疎通が困難な状態であり、通報
した夫も、傷病者の病歴や飲んでいるお
薬を把握していない状況 。
９０歳代 女性

マイナ保険証から、傷病者の通院
履歴や薬剤情報を閲覧し医療情報
を病院へ伝達した 。

高齢の夫婦のみで情報把握が困難な事案であった
が、マイナ救急を実施することにより、救急隊が正確
な情報を把握し、搬送先医療機関を円滑に選定する
ことができた。

マイナ保険証を活用

期間：令和６年９月６日から１１月６日令和６年度マイナ救急実証事業実績

今後の課題

カード所持・保険証紐付け率が十分でない

カード所持
９１件
１５．２７％

閲覧数
４２件
７．０５％

出動総数
５９６件

R６年度実証期間中の閲覧状況

記者配布資料



もしもの時に備えて、
マイナ保険証を携行しましょう

マイナンバーカードの申請方法

１ スマートフォンで

２ 医療機関・薬局の受付で

３ セブン銀行ＡＴＭから

４ 市役所１階マイナンバーカード手続き
コーナーでサポートを受けながら

マイナ保険証の利用登録方法

■マイナンバーカードに関する問い合わせ先 スマート窓口推進課 ℡５３５－７３１１

１ オンライン申請から

２ 郵便（手書きの申請書から）

３ まちなかの証明写真機から

４ 市役所１階マイナンバーカード手続き
コーナーや各支所などでサポートを受けながら
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【年別】 救急搬送人員比較

※９月２１日現在（速報値）※各年４月～９月を対象

令和４年～令和７年 熱中症・熱中症の疑いによる救急搬送人員

【速報値】 ９月３０日以降、改めて消防本部から詳細データをご提供いたします。

速報値

過去最多
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※９月２１日現在（速報値）
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記者配布資料



令和４年～令和７年 救急搬送人員の年齢区分による構成比

総務省消防庁：年齢区分
【高齢者】
・満６５歳以上の者
【成人】
・満１８歳以上～満６５歳未満の者
【少年】
・満７歳以上～満１８歳未満の者
【乳幼児】
・生後２８日以上～満７歳未満の者
【新生児】
・生後２８日未満の者

速報値

高齢者

57.6%

成人

32.7%

少年

9.8%
乳幼児

0%

令和４年

高齢者 成人 少年 乳幼児

高齢者

53.8%

成人

34.2%

少年

11.7%

乳幼児

0.4%

令和5年

高齢者 成人 少年 乳幼児

高齢者

59.4%
成人

31.2%

少年

9.4%

乳幼児

０％

令和6年

高齢者 成人 少年 乳幼児

高齢者58.3%
成人32.8%

少年8.5%
乳幼児0.4%令和7年

高齢者 成人 少年 乳幼児 ※９月２１日現在（速報値）
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９月でも暑い日の熱中症対策！

①基本的な予防策

・「もう夏は終わった」という意識で水分補給を怠りがち。こまめな水分、塩分補給。
・涼しい服装で直射日光を避け、日傘やぼうし帽子を使用する。

②室内での対策

・エアコンや扇風機を適切に使用し、室温を２８℃前後に保つ。
・窓を開け風通しを良くする。

③体調管理

・夏の猛暑を過ぎ、涼しい日が続いた後に急に暑さが戻ると「暑さに慣れ
る力（暑熱順化）」が落ちているため、熱中症にかかりやすくなります。睡
眠をしっかりとり、体調を整える。

④高齢者・子どもへの配慮

・高齢者は「涼しい」と感じても実際には室内が蒸し暑いことが多い。
・子どもは運動会練習などで炎天下の時間が長くなるため特に注意が必要です。
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